
　同窓会の皆様には日頃の

ご指導やご尽力に心より感

謝申し上げます。

　平成２６年５月の総会で同

窓会長に選出を頂き、早い

もので４年目に入りました。

この間、全国や県内の支部

総会に参加し、各地域で秋工と故郷秋田への想

いを胸に、邁進する同窓生の姿が強く心に残り、

同窓会活動の励みとなっています。

　これまで同窓生が集う会で訴えてきたのは、

局面の集まりで参加者の多い少ないに一喜一憂

しない、一時の無理な動員に力は注がないとい

う心づもりでした。とは言え、同窓会参加者が

少ない事は、幹事、役員にとっては内心寂しい

のも事実でしたが、本部総会に関してはようや

く改善の兆しが見え始め、増加傾向にあります。

　私は昭和５１年３月土木科卒業で、同期生の

多くが還暦を迎える事となり、本部事業で初め

ての同期会を開催しました。（詳細は記事を参

照）社会的にも体力的にも心の持ちようでも、

刺激の方法によっては、まだまだ母校への関心

や同窓会への貢献が今後期待できる世代です。

　同窓会本部もこうした機会を継続的に増やす

努力をします。事業活動へのご意見ご提言をお

寄せ頂き、次の時代、次の世代の方々も大いに

関心を寄せてもらえる事を心からお願いしま

す。

還暦に思う 同窓会長 工藤　嘉範（昭和５１年土木科卒）
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実習棟（Ｂ棟）改修・耐震工事

実習棟（Ｃ棟）改修工事

校舎棟建築工事

部室棟解体・建築

外周走路・水路整備工事

2期解体Ａ工区 2期解体Ｂ・Ｃ工区

2期外構A（中央通路・校舎周辺） 2期外構B（西側）

セミナーハウス建築工事

自転車置き場建築工事Ａ・Ｂ

金砂会館改築工事

多目的運動場整備工事
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　同窓会の皆様には、日ごろよ

り本校の教育活動に対し御理解

と御協力をいただいております

ことに心より感謝申し上げます。

　かつて機械科の教員として平

成３年度から１５年度までの１３年

間勤務しておりました。今年度

から１４年ぶり２回目の本校勤務になります。よろし

くお願いいたします。

　平成２５年度から進めて参りました校舎改築事業に

ついては、旧校舎の解体と外構工事等がまだ残ってお

りますが、校舎棟、実習棟は完成しました。生徒たち

は広々とした素晴らしい環境の新しい校舎で座学や実

習そして部活動に元気に取り組んでおります。

　これまで何回か同窓会の支部・部会に参加させてい

ただきました。その中で同窓生の皆さんのパワー、母

校への想い、母校への期待をひしひしと感じてきまし

た。この恵まれた環境をフルに活用して、数多くの同

窓生の皆さんの期待に応えるべく教育活動の充実、発

展に努めて参りますので同窓会の皆様の変わらぬ御支

援、御協力をお願い申し上げます。

　同窓会の皆様には、日頃より

秋田工業高校の教育活動に御理

解と御協力をいただき、心から

感謝を申し上げます。

　この４月から教頭を務めてお

ります伊藤哲（いとうさとし）

と申します。

私は大仙市出身で、専門は工業（電気）です。これま

で、大曲工業高校、横手工業高校、横手清陵学院高校、

秋田県教育庁高校教育課と勤務し、現在に至ります。

　県教育庁勤務の７年の間、会議やものづくりの大会

などで秋田工業高校には何度もお邪魔しました。年季

の入った旧校舎をいたわりながら、元気はつらつと高

校生活を送る生徒たちの姿が今でも目に浮かびます。

　１月からは新しい校舎での高校生活がスタートしま

した。生徒たちは勉強に部活動にと一生懸命頑張って

います。同窓生の皆様が築き上げられた秋田工業高校

の歴史と伝統が、さらに大きく輝くものとなるよう生

徒とともに努めてまいります。よろしくお願いいたし

ます。

新任校長先生挨拶　校長　有坂　俊吉

新任教頭先生挨拶　教頭　伊藤　哲

校舎改築工程表
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　男鹿市脇本生まれで、本校卒業生（詳細は後述）の天野芳太郎さんは、古代アンデス文明の研究に生涯を捧げた

先覚者で、海外日系最高の文化人として世界に誇れる同窓生です。

　昭和５７年１０月、南米ペルーのリマ市で８４歳で逝去されましたが、没後１０周忌に因み平成４年１０月に男鹿市脇

本公民館に顕彰碑を建立し、在りし日のお姿を忍び偉大な功績を顕彰し続けています。

　今年は、天野さんの孫で、ペルーの天野博物館前事務局長、坂根博氏の講演もあり、母校代表として、昨年に続

き参加させて頂きました。

　本校卒業生は、スポーツの分野で日本を代表する名選手を輩出し、その名を高めてきましたが、文武両道の校風

にあるように、新しい分野を切り開いた世界的な舞踏家、土方巽など文化人も多彩です。

　天野芳太郎さんの功績を忘れること無く、後生に伝え称えるための活動もしなければなりません。関心をお寄せ

下さいますようお願いします。

天野氏の孫・坂根博さんと（天野博物館前事務局長）

＜天野芳太郎経歴＞

明治 31 年７月２日男鹿市脇本生まれ。大正、昭和の日本の実業家、アンデス文明研究家
大正２年 4 月、現在の秋田工業高校機械科入学。大正５年３月卒業
神奈川県在住の父を頼り上京、大正６年に横浜市の浅野造船所に就職
大正９年、合資会社神奈川鋳物工場を設立、その後、小型エンジンを扱う天野商会を設立
第二次世界大戦前にパナマに渡り、戦時中は日本に強制送還されるも、再びペルーに渡り事業を興した。アンデス文明の
チャンカイ文化の調査研究でも知られ、天野収集の文化遺産をもとにペルーのリマに 1964 年、天野博物館を開設。
1959 年（昭和 34 年）ペルー文化功労勲章
1980 年（昭和 55 年）吉川英治賞
1982 年（昭和 57 年）国際交流基金賞

天野芳太郎顕彰会に参加して
同窓会長　工藤　嘉範（昭和５１年土木科卒）
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平成３０年度　総会、懇親会のお知らせ

　毎年総会懇親会は５月下旬頃の開催予定になってお
ります。会の詳細につきましては、魁新聞にて４月中
頃に掲載させていただいております。お見逃しのない
よう、またお誘いあわせの上ご参加くださいますよう
お願いいたします。
　総会後、アトラクション、新入会員の紹介、懇親会
という流れになっております。
　次世代に継承できる同窓会にするためにも、皆様の
多数のご参加をお待ちしております。

※年会費の受付窓口も設けております。

※各支部・団体からのメッセージを掲載する欄を設けます。一言二言でもOKです。

　　事務局広報委員会宛てにＦＡＸまたはメールでお知らせください。

＜例＞ポプラ会 ： 女性の活躍を応援します！５月の総会に一緒に参加しませんか？連絡先：○○ ○○　△△△ @ △△ .co.jp

　今年度の同窓会総会は５月２０日（土）、秋田キャッスルホテルにて行われました。総会において、

この度伊藤満さんと私が同窓会副会長を仰せつかりました。私は、昨年度秋工ＰＴＡ会長をやってい

たことが縁でお引き受けいたしました。ふつつか者でございますが一生懸命務めますのでよろしくお

願いいたします。

　冒頭の工藤会長のご挨拶で、これからの秋田工業高校は文武両道の武だけではなく、文の道にも長

ける人材も育成しなければいけないとおっしゃっておりました。正にその通りでございます。先輩諸

氏の方々には、舞踏家の土方巽氏、画家の菅鉄郎氏、文化人の河正男氏など多くの方が卒業生であり

ます。先人の後を続けと願うばかりです。そのためには、

この同窓会が元気でなければと思います。どうか同窓会

員の皆様、後輩のためにも我々がいつまでも質実剛健で

ありたいものです。

　懇親会は艶やかで華麗なベリーダンスで始まり、まだ

アルコールも入っていなくても一緒に踊り出す御仁もい

らっしゃいました。皆さんの旧交を温め合う様には、ほ

のぼのさが感じられ参加して本当によかったと思いま

す。同窓会員の皆様、これからのご参加を切にお願い申

し上げます。

　今年度の『９』の付く年の幹事の方々、大変お疲れ様

でした。来年度の幹事は『０』の付く年の卒業生になり

ます。よろしくお願いいたします。

平成２９年度　秋工同窓会総会の報告
企画委員会担当副会長　桑原栄治　（昭和５０年電気科卒）
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支部活動

　「秋田県警金砂会」の活動について紹介します。

　当会は平成２４年２月に発足し、今年で５年目となりますが、発足のきっかけは諸先輩方の母校に対する熱い気持

ちであり、その思いを受け継いでいくため、会を立ち上げる運びとなりました。

　当会の会員は、秋田県警察本部と県内１５箇所の警察署に勤務する警察官やその職員であり、すでに勇退されたＯＢ

職員の方々につきましても引き続き参加いただいているところです。

　現在は１１６名の会員のもと、毎年度２月に定期総会を行っていますし、母校の同窓会が主催する懇親会への参加や

ラグビー部をはじめ全国大会に出場する後輩の活躍を期待し、僅かながらですが餞別を贈らせていただくなどの活動を続けております。

　また、全国的に警察官採用試験の申込者・受験者は減少傾向にあり、次代を担う優秀な人材確保のため、当会では母校の生徒に対す

る積極的な募集活動も行っております。

　母校の校訓である「質実剛健」のもとで勉学やスポーツに励み、たくましく

育った生徒であれば、きっと秋田県の未来を担い、活躍してくれるものと思っ

ております。

　終わりになりますが、昨今の県内情勢を見ますと、犯罪件数は年々減少傾向

を見せているものの、特殊詐欺を始め、地域や罪種によっては増加している犯

罪もあります。

　皆様方におきましては、日頃から警察業務への深いご理解とご協力をいただ

いているところであり、当会では県民が安心して暮らせるためにより一層努力

して参りますので、今後ともご指導、ご支援をいただきますようよろしくお願

いいたします。

　秋田県警金砂会報告　会長　村田　博光（昭和 51 年電気科卒）

　東京秋工会活動について　会長　三平　俊悦（昭和 39 年建築科卒）
　本年第７７回目の総会「金砂健児の集い」を１２月３日（日）に開催いたします。同窓生、来賓者含め、１２０名程毎

年参加している。会は秋工関係者の講演・校長先生・同窓会長・冨樫衆議院議員から近況報告を頂いております。「集

い」では、それぞれのミニ同級会を囲み旧交を温めております。懇親会では、詩吟・民謡同好会が練習の成果を披露

しております。酒は秋田晴を飲みながら応援歌を歌い大いに盛り上がり、飲

み足らずに二次会に流れてカラオケを楽しんでおります。会の役員定例会議

は毎月第４土曜日４時から２時間・事業報告・同好会の予定・「会報２５００部発行」の編集会

議をしております。会議後の懇親会では同窓の絆を深めています。同好会は先輩後輩が分け隔

て無くそれぞれの会のリーダーから指導を受けて楽しんでいます。各会の活動を紹介します。

ゴルフ会は年二回開催し５３回開催しました。詩吟・民謡会は毎月第４土曜日に稽古に励んで

いる。囲碁会は毎月第４木曜日に対戦している。ハイキング会は毎月上中初級に分けて山登り

している。写真会は年４回春夏秋冬にテーマを決めて撮影会しています。釣り会は年二回春

アジ秋タイ釣りを楽しんでいます。母校応援は３月に選抜柔道大会・選抜ラグビー・１２月に

京都駅伝・花園ラグビー応援をしています。会が２５年前当時から毎年４０名程減少しており、

現在は１７００名程登録しております。約２５０名から年会費を納めていただき、貴重な運営財

源となっています。同窓会も高齢化と上京する新卒者が少なくなってきており、将来に於いて

会の運営に支障をきたす恐れがあります。我々として永続と次世代に安心して継承する、使命

感を持たなければなりません。「故郷は遠くにあるほど想い」の心境に母校・故郷に対して何

ができるかを考え同窓会の発展に尽くしたい思いを強くしてる次第です。
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　昭和５１年卒業生による全クラス合

同の還暦祝い同期会が８月１２日に秋田

キャッスルホテルで開催された。工藤

嘉範同窓会長が昭和５１年３月の卒業生

ということもあり、８０人近くが県内外

から集まった。正式な会の名称は「秋田県立秋田工業

高等学校　昭和５１年３月卒業　還暦を祝い　同期生

集う会」。昭和５１年３月に卒業した同期生は総勢４０７

名。当時のクラス編成は機械科３クラス、電気科２ク

ラス、土木科、建築科、地質工学科、金属工業科、工

業化学科それぞれ１クラスの１０クラス。その各クラ

スから実行委員を選出し、一人でも多くの参加者を呼

びかけようと奮闘した結果、遠くは兵庫県からの参加

者をはじめ、県内外から７５名が集まった。参加は出

来なかったものの、近況を知らせて下さった方も多数

おり、感謝申し上げる。

　会は土木科の長谷部君が司会を務め、開会の言葉で

幕を開けた。同期生で判明しているだけでも２３名の

物故者がおり、亡くなられた方々のご冥福を祈り黙祷

を行った。

　続いて発起人会代表挨拶を機械科の北村君、また同

窓会長挨拶を土木科の工藤君より、それぞれいただい

た。同窓会長にとって今回集まってくれた方々が自分

の同期ということもあり、とりわけ感慨深かったよう

だ。同窓会活動についても今まで以上に関心を持って

いただき、更にご協力いただけるよう、県内外から集

まった友に熱く呼びかけていた。

　工藤同窓会長あいさつの後、校歌を全員で歌ったの

だが、校歌が３番まであることに驚いた方々も少なか

らずおられたようだ。同窓会総会では３番まで歌うの

が恒例となっており戸惑いなく歌えるのだが、卒業後

４２年ぶりに歌われた諸氏もおり、だいぶ難儀してい

たようである。会の式次第には校歌の歌詞とともに、

応援歌も多数載っていたため、「おめ、この歌おべで

らが？」「これなんた歌だ？」と昔を思い出しながら、

話に花を咲かせていた。

　工業化学科の瀬下君に乾杯の音頭を取っていただい

た後、参加された方々は思い思いに懇親をはかった。

日本酒通もあちらこちらにみられ、美味しい秋田の酒

についてのウンチクなどにも花が咲いたが、今回の同

期会に特別に用意された「金砂のまち」（齋彌酒造）

が好評であった。

　会も進みアルコールもだいぶ入ったころ、クラスご

とにステージ上に集まり、代表者が紹介スピーチで沸

かせてくれた。クラス紹介が終わると、ラグビー部や

サッカー部、野球部などの部員紹介が行われ、ラグビー

部は当然ながら「ラグビーの歌（ラグビー部歌）」を

歌い、参加者全員の合唱で同期

会もピークを迎えた。

　最後は万歳三唱で締めくくら

れ、別れを惜しむ声の中、再会

を約束し会を終了した。

昭和５１年卒 同期会報告　（電気科　下総　大）
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　秋田工業高等学校同窓会会員の

皆様には、ご健勝にてご活躍のこ

ととお喜び申し上げます。秋田工

業高校を卒業して早三十余年。質

実剛健の校風の下、想い起こせば

楽しくも短い３年間だったと思い

ます。

　縁あって、潟上市議会議員、秋田県立秋田西高校Ｐ

ＴＡ会長、ＮＰＯ法人理事等々やらせて頂いておりま

すが、在校時に培われた「自ら考え、失敗を恐れずに

行動する力」の賜物だと思っております。その「主体

性」を育む環境を作り出し、またその環境を整えてく

ださった校長先生はじめ諸先生方、ＰＴＡ会員、同窓

会会員の皆様には感謝の念しかありません。また、当

時の部活動の監督であった中野先生に、「最後のホイッ

スルが鳴るまで試合結果は分からないだろう」と言わ

れたのが、懐かしくもあり、今の私の原点のようにも

思われます。当時は大変お世話になりました。

　結びに、今後とも母校発展のため変わらぬご支援、

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。また、同

窓会の益々のご発展と会員皆様方のご健勝を申し上

げ、簡単ではございますがご挨拶とさせていただきま

す。

　　　　　　　　　　（昭和６２年電気科卒・鈴木壮二）

世界陸上男子５０ｋｍ
競歩で小林快君が銅
メダルを獲得

　８月１３日ロンドンで行われ

た陸上の世界選手権で男子

５０ｋｍ競歩に初出場した小

林快君（平成２３年機械科卒－早稲田大学出－ビッ

クカメラ）が３時間４１分１９秒で銅メダルを獲得し

ました。

　秋田工業高校時代は、長距離と競歩の二刀流で全

国大会でも活躍、早稲田大学へ進学後、３年生から

競歩へ専念して覚醒。学生選手権や国体で優勝する

など輝かしい成績を収めました。

　今日まで決して順風満帆な選手生活でなく、怪我

のため思うようにいかない時期もありました。栄光

と挫折を味わっての今回の銅メダル獲得は、秋田県

民にとって夢と感動を与えてくれました。２０２０年

東京オリンピックのメダル候補として今後の活躍に

期待が高まります。

アジアラグビー選手権
に三浦昌悟君出場

　４月２９日、秩父宮ラグビー場

で行われたアジアチャンピオン

シップ２０１７・第２線の韓国戦に三浦昌悟君（平成

２６年機械科－東海大学４年）が途中出場。幅広な

骨体と体幹の強さでチームに貢献。試合は８０－１０

で日本代表が勝利。

ラグビー高校日本代表
に猿田湧君選出

　ラグビー高校日本代表のアイ

ルランド遠征（３月１２～２７日）

メンバーに猿田湧君（平成２９年電気エネルギー科
－明治大学）が選ばれた。本県から高校日本代表が

選出されるのは３年ぶり。試合は、地元Ｕ１９（１９

歳以下）と計４戦行われた。

スポーツトピックス

ＯＢだより
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新校舎 探訪新校舎 探訪
懐かしの学び舎（旧校舎）の解体を横目に
新校舎をワクワク、ウキウキ訪問してきま
した。まだまだ工事中の箇所もありました。
敷地すべての完成が楽しみです！

【駐車場から校舎へ】
来客駐車場に停めると校舎入口の
誘導表示があります。ラグビー場
の脇を歩いて移動します。

【工事車両出入口】
車で入場することも出来ます。
警備員さんの指示に従いましょ
う。速度は５キロ制限です。

【現在の正門】
解体工事の為、駐車場と事務室
の誘導看板があります。

【生徒玄関・内部】
広く明るく、美しいです。
まだ汗臭くなかったです。

【玄関・ピロティ】
来客玄関と生徒玄関の入口。
クールな印象でした。

【来客・職員玄関】
事務室で受付をしましょう。

【エレベータ】
もちろん健康な学生は
使用禁止です。

【教室棟・外観】
無機質でシンプルな中に周囲の芝生がオアシスですね。

１Ｆ

【ヒストリーホール】
歴代の栄光や土方巽さんの
寄贈品、校舎写真などを展
示。吹き抜けの明るいホー
ルです。
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【教室・教室前廊下】
明るく、整理整頓しやすそうですね。
黒板は上下可動する便利モノです。

【屋外ブリッジ】
緊急避難時の通路。外部は
中庭風の癒し空間。

【多目的スペース】
3,4 階にあるベンチスペース。
生徒の語らいに利用されています。

【調理実習室】
家庭基礎の授業があります！家庭的な頼れ
る男子に育ちますように。

【コモンスペース】
学年集会に活躍するスペース。
可動間仕切りで個室空間に。

【階段】
開放的な階段スペース。
滑りにくい工夫もされています。 ２Ｆ

3Ｆ

4Ｆ

【2F ビクトリーロード】
現役の大会結果優勝杯などの展示です。
校長室・職員室前の廊下です。



　土木科を卒業後、仁井田にある

北勢工業に勤めて今年で１９年にな

ります。水道設備工事をおこなう

会社です。北勢工業の創業者が太

田光重前同窓会長ということもあ

り、水道業界、建設業界のＯＢの方々

に声をかけていただいて可愛がられ、

とても恵まれた環境で働くことがで

きています。

　仕事では各家庭に飲み水を供給する配水管を敷設する工

事に携わっています。現在は土木工事を監督する技術者で

ある１級土木施工管理士を取得しました。この資格は水道

工事の施工を管理し、主導的に進めるためのものです。ひ

とつの工事が半年以上、一年近くも続く水道工事は日々事

故の危険性が伴うため、安全を確保するための注意点が山

ほどあって、毎日少しも気が抜けません。

　ですが、水道という生活に不可欠なインフラを支える仕

事をしていることにやりがいと誇りを感じています。蛇口

をひねると水が出ることが当たり前な毎日を提供すること

は、多くの人々の暮らしを支えるための重要な仕事です。

　これから社会に出られる後輩のみなさんにも、是非社会

や地域に貢献できる人材になって活躍していただきたいと

思います。しかしその道のりは長く、簡単ではありません。

私も入社当時は社会人としてやっていけるか不安でした。

ですが、会社の先輩方やＯＢの諸先輩方、また仕事で付き

合う多くの方々との交流に支えられ、励まされてここまで

やってくることができました。だから、勤める会社の先輩

や上司に相談したり助言を求めたりと、積極的にコミュニ

ケーションを求めることをお勧めします。はじめから何で

もできる人はいません。毎日一歩ずつ進もうとすることが、

いちばんの近道なのだと思います。

　建築業に携わり、早２４年が過ぎ

ようとしています。

　高校卒業後、現在の会社に入社

し、現場管理の仕事に就きました。

当時、建築業といえば、「きつい・

汚い・危険の３Ｋ職業」と言われ

ていた時代です。入社３年くらい

は、上司や職人さんを相手に様々

な葛藤が続き、「やめたい、違う職業に就きたい」と思い

ながら日々を過ごしていました。しかし、周囲からの意

見やアドバイスに耳を傾け無我夢中で仕事をすることで、

１０年を過ぎた頃から徐々に、仕事の面白味、良いことも

悪いことも一歩立ち止まって考えられるようになりまし

た。

　こうして現在まで仕事を続けられている理由は二つあり

ます。

　一つ目は、周囲からのアドバイスです。物事に真剣に取

り組んでいれば必ず良いアドバイスをしてくれる人が現れ

ます。その方々からの言葉が明日へのステップ・活力にな

り、また頑張ろうという気持ちになります。

　二つ目は、家族の支えです。私には小学生と中学生の二

人の子どもがいます。どんなに疲れて帰宅した時でも「お

母さん、おかえり」と元気な笑顔で声をかけてくれます。

今は主人が単身赴任で不在ですが、何かあればすぐに連絡

を取り合い会話をし、相談にのってくれます。

　今、私が携わっている仕事は、母校・秋田工業高校の部

室棟改築工事（ラグビー部）です。偶然にも私の父は秋工

ラグビー部ＯＢで、そして工事着工日は父の誕生日でした。

これも何かの縁と、決意を新たに現場に向かいました。建

物を無事に完成させ、その時に味わえる満足感、そして利

用する後輩たちの笑顔を思い浮かべ、この仕事に就いて良

かったと思える結果を出したいです。

　社会に出ると様々なことがありますが、これだけは痛感

します。「辛いことから逃げるとまたやってくる。逃げず

に立ち向かって歩まなければ」と。だから、必ずゴールは

あると信じて自分の選んだ道を歩み続けます。そして、自

分の仕事に誇りを持って頑張りたいと思っています。

長谷川　仁（平成１１年土木科卒）　　

二見　千穂（平成４年建築科卒）　　
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ＯＢの活躍ＯＢの活躍
明日へのステップ

仕事のやりがいと誇り

北勢工業株式会社HSK

給排水.衛生.空調.設備　　設計.施工.保守

取締相談役

代表取締役

専務取締役

（昭31 機械科卒）

（昭56 工業化学科卒）

（平４ 機械科卒）

仙北谷 孝治
太田　 博之
仙北谷　 聡

秋田市仁井田本町５－１－６２
TEL：018 (839 )6516　FAX：018 (839 )6513

http://www.hokusei-kogyo.com



　秋田ノーザンハピネッツを６月に引退し、現在クラブアンバサダーに

就任した高橋憲一さん ( 平成１１年地質工学科卒 ) の引退試合と引退セレ

モニーが１０月２９日秋田 - 仙台公式戦に先立ち行われた。１１才からバス

ケットを始め大久保小学校、羽城中学校、秋田工業高校、東北学院大学

と進みｂｊリーグ仙台に入団、岩手、青森を経て秋田で２季プレーした。

　選手生活の最後を地元秋田で迎えることが出来た喜びを語った。「１１

年間の選手生活、素晴らしいコーチやチームメートに巡り会い、人間的

に成長するヒントを得られたようが気がします」

　さよならセレモニーでは、仙台、岩手、青森、新潟からも多くのブー

スターが見えた。高橋憲一さんの感謝のあいさつの後、

お父さんの高橋憲人さん(地元潟上市でレストラン経営)

と高橋憲一さんのご長男成君 ( ジョウ君 ) ９才が花束を

贈呈した。家族とともにプロ生活を生き抜いて、応援し

てくれたブースターの皆さんへ、高橋家から感謝の笑顔

だった。

　プロバスケ秋田ノーザンハピネッツ
　高橋憲一さんの選手生活さよならセレモニーが行われた
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秋田県秋田市寺内蛭根85番62号
TEL.018-838-1281 FAX.018-838-1282

代表取締役 佐　藤　広　幸

株式会社中央建装
商業施設（店舗）施工・オーダー家具

木 製 建 具 製 作



平成28年　第26回危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章　浅　野　周　夫

（昭和38年土木科卒）　秋田市

元秋田県警部。

平成29年　春の叙勲
旭日双光章　貝　田　新　吉

（昭和25年建築科卒）　北海道札幌市

建築設計監理業振興功労。元㈳北海道建築士事務所協会会長。

【哀　悼】謹んでご冥福をお祈りいたします。（平成28年10月1日～平成29年9月30日）

故人ご芳名 卒　年 科 住所
菅　原　春　夫 旧職員 秋 田 市

七尾（伊藤）邦彦 旧職員 秋 田 市

田　近　　　博 Ｓ１６ 機　械 秋 田 市

細　谷　　　忠 Ｓ２８ 機　械 広 島 県

藤　原　俊　一 Ｓ３６ 機　械 由 利 本 荘 市

半　田　昭　一 Ｓ３８ 機　械 秋 田 市

佐　藤　彰　吾 Ｓ４０ 機　械 秋 田 市

畠　山　敏　美 Ｓ４３ 機　械 鹿 角 市

高　橋　　　厚 Ｓ５０ 機　械 秋 田 市

藤　島　　　豊 Ｈ１６ 機　械 秋 田 市

金　田　友　市 Ｓ１１ 電　気 秋 田 市

栗　田　忠　夫 Ｓ１６ 電　気 秋 田 市

佐藤（新田）好次 Ｓ１８ 電　気 秋 田 市

舟　山　哲　郎 Ｓ３２ 電　気 秋 田 市

故人ご芳名 卒　年 科 住所
中　川　利　夫 Ｓ３９ 電　気 秋 田 市

村　越　洋　樹 Ｓ５２ 電　気 秋 田 市

小　浜　幸之助 Ｓ１６ 土　木 愛 知 県

瀧本（大辻）史郎 Ｓ２０ 土　木 秋 田 市

木　村　昭　二 Ｓ２８ 土　木 岩 手 県

加　藤　五　郎 Ｓ３８ 土　木 千 葉 県

渡　部　文　夫 Ｓ２８ 建　築 秋 田 市

簾内（近藤）勇 Ｓ３６ 建　築 北 秋 田 市

佐　藤　鈴　男 Ｓ３０ 採　鉱 秋 田 市

前　田　吉　克 Ｓ２６ 冶　金 秋 田 市

小　玉　七　朗 Ｓ２７ 冶　金 神 奈 川 県

進　藤　保　宏 Ｓ３２ 冶　金 青 森 県

川　村　　　保 Ｓ３３ 工業化学 茨 城 県

福　岡　久　雄 Ｓ４１ 建　設 秋 田 市

（敬称略・学科別順）

支部一覧に関しては、正確な情報を得るため、ただいま調査中です。今号では掲載しておりません。

晴れの叙勲・褒章の紹介 （敬称略）
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事 務 局 だ よ り
平成28年度　会務報告

平成28年度 秋工同窓会本部事業一覧
期　日 事　業　名 場　所

4 月 20 日（水） 第 1 回企画委員会 同窓会館

5 月　9 日（月） 第 2 回企画委員会・当番幹事会 同窓会館

5 月 28 日（土） 平成 28 年度総会・新会員歓迎会 秋田ビューホテル

6 月 27 日（月） 会長・副会長会議 同窓会館

7 月 26 日（火） 第 1 回広報委員会 同窓会館

8 月 30 日（火） 第 2 回広報委員会 同窓会館

9 月 26 日（月） 第 3 回広報委員会 同窓会館

10月11日（火） 第 4 回広報委員会 同窓会館

10月27日（木） 第 5 回広報委員会 同窓会館

11月 7 日（月） 第 6 回広報委員会 同窓会館

11月20日（日） 同窓会誌　第 51 号発行 同窓会館

3 月　1 日（水） 同窓会長賞授与式 母校体育館

3 月　1 日（水） 同窓会入会式 母校体育館

平成28年度　秋工同窓会支部・部会総会開催一覧
期　日 事　業　名 出席者

6 月 11 日（土） 東海支部総会 土田副会長

6 月 12 日（日） 関西支部総会 土田副会長

6 月 13 日（月） 金砂クラブ４部会総会 工藤会長

6 月 24 日（金） 北海道支部総会 工藤会長

7 月　2 日（土） 男鹿支部総会 工藤会長

7 月 29 日（金） 東北機械支部総会 工藤会長

10月29日（土） ポプラ会総会 工藤会長

11 月　5 日（土） 土木科同窓会総会 鈴木副会長

11 月　5 日（土） 東京秋工会総会 工藤会長

11 月　6 日（日） 静岡支部総会 工藤会長

11月19日（土） 南部金砂会総会 土田副会長

11月24日（木） 大仙仙北支部総会 工藤会長

12 月　1 日（木） 秋田市役所金砂会総会 工藤会長

1 月 21 日（土） 秋田県警金砂会総会 工藤会長



陸上

バドミントン

体操

柔道

ウェイトリフティング
空手道

ラグビー

陸上

体操
ラグビー
バドミントン

卓球
ボクシング
空手道

柔道

ウェイトリフティング
少林寺拳法

陸上
バドミントン

学校対抗男子総合 2位
男子トラック総合 1位
800m1 位　工藤山河
1500m1 位　工藤山河
　　 2位　天野竜汰
5000m1 位　天野竜汰
3000m障害 1位　續木日向
　　　　　 2位　鈴木玲央
5000m競歩 2位　近藤大貴
団体優勝
ダブルス 1位　渡邉拓斗・佐藤龍聖
ダブルス 2位　森元寿昭・佐藤友哉
シングルス 1位　渡邉拓斗
シングルス 2位　近藤雄斗
女子団体優勝
個人総合 2位　北嶋紗弥
男子団体優勝
73kg 級 1 位　籾山航大
90kg 級 1 位　籾山勇大
100kg 級 1 位　木村琢人
100kg 超級 1位　森合凱我
女子 52kg 級 1 位　加藤美乃
77kg 級 2 位　佐藤耕大
女子個人形 1位　高橋来翠
女子個人形 2位　村上奈緒
男子個人組手 1位　古仲丈太
女子個人組手 1位　村上奈緒
女子個人組手 2位　村上莉奈
優勝

個人 6名出場（延べ）
5000m競歩 2位　近藤大貴
男女団体出場
Ｉ部優勝
団体出場
個人 10（シングルス 7・ダブルス 3）出場
個人 2（シングルス 1・ダブルス 1）出場
個人 1名出場
男女団体出場
男子個人 4名出場
女子個人 7名出場
団体出場
男子個人 6名出場
女子個人 1名出場
個人 1名出場
個人 2名出場

個人 2名出場
団体出場
ダブルス 2組出場
シングルス 2名出場

体操
柔道

空手道

バスケットボール

バレーボール

バドミントン

バレーボール

柔道

陸上

メカクラブレーシング班

吹奏楽

水泳

軟式野球

柔道

ものづくり旋盤

柔道

陸上

メカクラブレーシング班

ものづくり旋盤

バレーボール

バドミントン

団体出場
男子団体出場
個人 5名出場
女子団体出場
男子個人組手１名出場
女子個人組手 2名出場
女子個人形 2名出場

準優勝

優勝

シングルス 1位　渡邉拓斗
シングルス 2位　近藤雄斗
ダブルス 1位　渡邉拓斗・佐藤龍聖
ダブルス 2位　森元寿昭・佐藤友哉

優勝

優勝
最優秀選手賞　森合凱我
優秀選手賞　籾山航大

1位天野竜汰　
2位工藤山河

FC部門優勝　秋工レーシングFC
古河電工賞　秋工レーシング Pb

優秀賞

男子 400m個人メドレー 2位　吉川拓真

準優勝

73kg 級 2 位　籾山航大
女子 52kg 級 2 位　加藤美乃

旋盤作業部門　優勝　田井中君斗

優秀選手賞　籾山勇大

準優勝　秋田工業高校A

優勝　秋工レーシング 2

旋盤作業部門 2位　田井中君斗

2位

シングルス 1位　近藤雄斗
シングルス 2位　田口大貴
ダブルス 1位　近藤雄斗・菊地涼佑

母 校 だ よ り １０月末現在

全 県 総 体

東 北 大 会

インターハイ

東日本バスケットカーニバル大会結果

高等学校能代大会結果

国体記念春季高校バドミントン大会結果

東北親善高等学校バレーボール大会結果

全県選抜柔道大会結果

山田記念ロードレース大会結果

2017ワールド・エコノ・ムーヴ結果

秋田マーチングフェスティバル秋田大会結果

中央支部総体結果

秋田県高等学校　軟式野球春季大会結果

全日本ジュニア柔道体重別選手権大会　秋田県予選会結果

ものづくりコンテスト秋田大会結果

東北高等学校柔道大会結果

男鹿駅伝競走結果

MEVRミニ電気自動車レース結果

ものづくりコンテスト2017東北大会結果

東北工業高等学校バレーボール大会結果

全日本ジュニアバドミントン大会秋田県予選結果
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《広報委員会》
担当副会長：渡辺哲夫 昭43M・徳光富久 昭47A・伊藤　満 昭54C

委　員　長：太田博之 昭56K　　副　委　員　長：今野洋子 昭62K

委　　　員： 熊地春悦 昭37M・山平鈴男 昭43K・下総　大 昭51E 

永田誠一 昭52E・大友孝治 昭54H・佐藤敏和 昭62H 

本間国裕 平７Z

協　　　力：鈴木信裕 昭56K・堀井雅弘 昭56K・須藤佳子（財政）昭62K

　　　　　　澤田裕子（企画）昭62K・佐藤真由子 平2A

　今回の同窓会誌は、中央頁に新校舎を写真・イラ
スト付きでわかりやすく掲載。現在旧校舎の解体工
事が進められており、長かった建替え工事もいくつ
かの工事を残し、終わりが見えてきた▼同窓会長の
寄稿として、天野芳太郎氏についての記事を掲載。
秋の夜長は偉大な先輩の足跡をたどり、功績に思い

をはせてみてはいかがか？▼小生、今年で６０才ということで、同期
の有志が企画した還暦を祝う会に参加。クラスを越えて学年全体の同
期会は本部事業では初めてとの事。奇しくも工藤同窓会長も同期生で
あり、多くの友が県内外から集結した。参加できなかった友からも、
元気でやっているゾ！等の報告をいただいた▼次号は一年後。どんな
紙面になるか、お楽しみに！（下総）

◎会費：年額２千円
※コンビニで支払いもできます！
　同窓会はその大半が、会員の会費により運営されており、納入額
も年々減少傾向にあり予算額を下回る年が続いているのが現状で
す。今後の同窓会活動の継続と母校の後輩を支援するために、卒業
生のご理解とご協力は欠かせません。経済状況の厳しい中で心苦し
いところですが、少しでも多くの会員の皆様に会費を納入していた
だければ、大変助かります。

◎納入期日：出来るだけ１２月末日までにお願いします。
◎�納入方法：同封の会費専用振り込み用紙でお願いします。（手数

料無料）※なお、同窓会事務局に直接持参されても歓迎いたします。

～同窓会会員への不審電話について～

同窓会を騙る不審電話にご注意！
　同窓会では同窓生宅も含め電話での問い合わせを一切しておりま
せん。近年、同窓会ならびに同窓生を騙った不審電話についての問
い合わせがあります。本誌（同窓会誌）でも度々お願いしておりま
すが、同窓生はもちろん近親者の方々におかれましては、このよう
な電話がかかってきても、決して連絡先を教えたりすることのない
よう十分にご注意願います。万が一、実害などがある場合は、近く
の警察署へ直接相談して下さい。

～会費納入のお願い～

宛先不明で返送される会報が多数あります。
　住所変更がありましたらお知らせください。
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平成28年度　特別会計決算書

平成28年度　一般会計決算書

収入総額　6,053,383 支出総額　3,335,068 差引残高　2,718,315
収入の部 （単位：円）

科　目 予算額 決算額 比較増減 概　要
会　費 3,328,600 3,442,000 113,400
　１. 在校生会費 1,128,600 1,116,600 △ 12,000 生徒 12 ヶ月分
　２. 同窓生会費 2,200,000 2,325,400 125,400 1,218 人
繰越金 1,909,193 1,909,193 0 前年度繰越金

広告賛助金 300,000 666,190 366,190 33 社分 ( 振替手
数料差し引き後 )

雑収入 2,207 36,000 33,793

寄付金 
  S43E 佐藤裕久 
  S38E 船木博明 
  S34K 一同 
預金利息

合　　計 5,540,000 6,053,383 513,383

収入総額　3,173,939 支出総額 0 差引残高　3,173,939
収入の部 （単位：円）

科　目 予算額 決算額 比較増減 概　要
繰越金 3,173,881 3,173,881 0
収　入 300,000 0 △ 300,000

　1．繰入金 300,000 0 △ 300,000 一般会計財源不
足による

雑収入 1,119 58 △ 1,061 預金利息
合　　計 3,475,000 3,173,939 △ 301,061

支出の部 （単位：円）
科　目 予算額 決算額 比較増減 概　要

雑　費 0 0 0 
合　　計 0 0 0 

支出の部 （単位：円）

科　目 予算額 決算額 比較増減 概　要

会議費 400,000 216,162 △ 183,838

　１. 総 会 費 200,000 192,216 △ 7,784 アトラクション謝金他

　２. 役員会議費 200,000 23,946 △ 176,054

事務費 2,006,000 1,640,589 △ 365,411

　１. 事務手当 1,176,000 1,176,000 0 事務員手当、
退職金積立

　２. 事務諸費 100,000 67,419 △ 32,581 事務用備品

　３. 印 刷 費 30,000 1,944 △ 28,056

　４. 通 信 費 250,000 128,872 △ 121,128 電話・FAX・
郵送代

　５. 旅     費 300,000 233,549 △ 66,451 支部総会出席

　６. 光 熱 費 120,000 13,251 △ 106,749 ガス代

　７. 消耗品費 30,000 19,554 △ 10,446 事務局用消耗品

事業費 2,750,000 1,388,067 △ 1,361,933

　１. 会報発行費 2,200,000 1,043,527 △ 1,156,473 会報印刷代、
封筒代、送料

　２. 慶 弔 費 100,000 0 △ 100,000

　３. 支部祝金 200,000 182,000 △ 18,000

　４. 新会員歓迎費 100,000 94,500 △ 5,500 会員章代

　５. 褒 賞 費 100,000 68,040 △ 31,960 同窓会長賞（6 名）

　６. 同窓会ブース 
 準備費 50,000 0 △ 50,000

雑　費 84,000 90,250 6,250 全国大会広告代 
佐々木悟選手激励金他

特別会計繰入金 300,000 0 △ 300,000

合　　計 5,540,000 3,335,068 △ 2,204,932

︱編︱集︱後︱記︱
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代表取締役
（昭和48年建築科卒）

吉田谷　昭仁
設計事務所

〒010-0951
秋田市山王３丁目８-34 山王ツインビル４F
TEL.018-866-2723  FAX.018-866-2724

株式
会社 甲きのえ

“夢ある未来へ　地球にやさしい街づくり”

取締役東北統括本部長　 野呂  昭光　（昭和37年土木科卒）

〒960-8071  福島県福島市東中央３丁目37番地１
ＴＥＬ　０２４‐５３６‐２０４２　　ＦＡＸ　０２４‐５３６‐２０８０　　Ｅ‐ｍａｉｌ　ｎｏｒｏ＠ｆｕｊｉｃｏｎｓ．ｊｐ

本社：栃木県宇都宮市
東京事業本部・仙台支店　　営業所：札幌・盛岡・北陸・福岡・秋田・山形

富士コンサルタンツ株式会社
総合建設コンサルタント／（一社）建設コンサルタンツ協会会員

土木設計：道路・橋梁・河川・下水道・上水道・鉄道・公園
調　　査：測量・地質・橋梁点検

代表取締役　渡辺　憲介

旭建設株式会社
総　合　建　設　業

秋田市将軍野南四丁目８-25
T E L 0 1 8（ 8 4 5）1 1 9 7 ㈹
F A X 0 1 8（ 8 4 5）2 5 8 0

（昭和58年建築科卒）

取締役会長　
（昭和41年機械科卒・柔道部OB会会長）

三浦　清一
新興技研設備

空調、衛生、冷暖房設備設計・施工

本　　社 秋 田 市 御 野 場 二 丁 目 1 5 番 2 2 号
TEL 018-839-3816  FAX 018-839-7724

下浜事業所 秋 田 市 下 浜 羽 川 字 五 郎 池 1 2 8 番 地 2
TEL 018-893-3805  FAX 018-893-3705

株式会社



マーチングバンド　全国大会へ！
　第４６回マーチングバンド・バトントワーリング

東北大会（仙台・グランディ２１セキスイハイムスー

パーアリーナ）で見事金賞を受賞！！全国大会へ出場

決定しました！

　オーバー・ザ・レインボー、展覧会の絵を演奏

し、見事な創造性のある音楽表現で会場を魅了出来

ました！１２月１７日の全国大会（さいたまスーパー

アリーナ）が楽しみです！

　第９７回全国高校ラグビー大会秋田県予選が１０月

２９日に行われた。前夜から降っていた雨がおさま

らず、グランドは水浸し状態、パスリスクを避け

中盤からの攻めは徹底したハイパント戦術、そして

ラックからリモールを作り、押し込んだ。さらに人

数が優位に立った時に大胆なパス攻撃を仕掛けた。

この戦術が功を奏し、終始ゲームをコントロールで

きた。前半２本後半４本トライし、零封した。全国

大会は１２月２７日から花園ラグビー場で行われる。

秋工駅伝５年連続 23回目
の全国大会出場を決める
　１０月２９日午前９時４５分

八橋陸上競技場を男子１８チームがスタートした。

陸上競技場を３周してロードに出る４２.１９５（km）

の全国高校駅伝大会秋田県予選大会だ。

　秋田県内高校種目５０００m、１００００mではトッ

プの天野竜汰 ( ３年生 ) を先頭にトップ集団が出来

つつあった。山王十字路を折り返し再び八橋陸上競

技場前でも同じような集団で 1区残りの７０００mに

向けて各選手が力強く通過した。

　秋工の２区太田光紀 (３年生 ) へは４５秒差でタス

キを渡した。

　その後２区以降の選手がタイム差をさらに拡大し

て、２位の大曲工業高校に６分１６秒差の２時間０８

分０７秒で優勝。５年連続２３回目の全国大会出場を

勝ち取った。

　各県４位までが１１月９日の東北大会に出場。全

国大会は１２月２４日京都市で行われる。

　写真はスタート直後の八橋陸上競技場、秋工１区

天野竜汰を先頭に各校選手の力走。

　第７０回全国高等学校バスケットボール選手権大

会　秋田県予選会最終日は１０月２９日（日）、横手市

増田体育館で準決勝、決勝を行い初優勝。３１年ぶ

り３回目となるウインターカップ２０１７（当時は全

国選抜優勝大会東北大会２位）出場を果たした。

　ウインターカップ２０１７は１２月２３日（土）から東

京体育館で行われる。

　準決勝、決勝ともに終始一進一退の攻防が続いた

が、粘りのあるディフェンスとシュート精度の差が

勝敗を分けた。

決勝　秋田工　　　　　秋田中央（　　）１２－０

２４－０

ラグビー部紹介のビデオです
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ラグビー

駅伝

吹奏楽

バスケットボール


